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本学学⽣の⼤会サポーターとしての活動報告
－平成19年度　「全国障害者スポーツ⼤会」に参加して－
佐藤　沙織１） 村上　照子２）
An activity report as the meeting athletic supporter of the student
－Participation in the 2007 A national handicapped person athletic meeting－
Saori  SATO Teruko  MURAKAMI
要旨
平成19年度秋⽥県において開催された全国障害者スポーツ⼤会（秋⽥わか杉⼤会）に、本学介護福祉学科、
看護学科の学⽣が⼤会サポーターとして参加した。⼤会参加へ向けての取り組みの概要及び参加後実施した調
査内容から、学⽣の活動の実態が明らかとなったので報告する。１．学⽣達は、これまでの学内外の学びを活
用し、担当した⽅々の障害種別に応じた対応ができていた。２．選⼿とのふれあいを通して、多くの感動、学
びを得、障害に応じた知識・技術の修得の必要性について認識していた。３．赤十字マークの活用については、
６割の学⽣が本学学⽣としての⾃覚ある行動に結びついたと回答した。
キーワード：障害者スポーツ⼤会　サポーター　障害別対応　赤十字マーク　
Summary : A national handicapped person athletic meet was held in Akita in 2007. Both students from the
department of nursing and the department of care and welfare participated in the meet to supporter the
athletic. Actual conditions developed students acting in support of the athletes at the conclusion of participa‑
tion in the meet, yielded the following investigation.1. The students made use of conventional learning skill
were better able to cope with a handicapped person’s specific classification. 2. Through direct contact with a
handicapped athlete, the students gained better knowledge and lasting impressions. Students also recognized
that it was necessary to acquire greater knowledge and skill according to a person’s disabilities. 3. The
inflection of Red Cross symbol mark as connected to their action, gave the junior college student better
awareness.
key words : handicapped person athletic meeting, supporters, correspondence according to the handicapped
person, 
The red cross symbolmark
介護福祉学科　１）助教　２）教授
本研究は、平成19年度日本赤十字秋⽥短期⼤学共同研究助成による研究である。また、第16回介護福祉学会で
発表したものを一部加筆・修正したものである。
その他・資料
Ⅰ　はじめに
日本赤十字秋⽥短期⼤学（以下本学）では赤十
字の「⼈道」を建学の理念とし、それを日常⽣活
の中で行動化することを目指し、両学科共に、ボ
ランティア活動論、赤十字概論を始めとした、赤
十字の理念を基調とする科目を設定している。ま
た、施設等におけるボランティア活動を日常的に
行い、学⽣達はこのような活動を通して、対⼈援
助職者として実践的学びを得ていると考える。
今回、全国障害者スポーツ⼤会（秋⽥わか杉⼤
会：以下⼤会）に⼤会サポーターとして参加する
こととなり、全国の多様な障害を持つ⽅々とふれ
あう機会得た。サポーターとして活動する中で、
選⼿個々の障害を理解し、適切な⽅法でコミュニ
ケーションを図り、信頼関係を築いていく過程は、
介護福祉あるいは看護の専⾨職として成⾧する上
で、貴重な体験となり、日頃の学びを最⼤限に活
用できる機会となった。
そこで今回、本学の学⽣であるという⾃覚をも
って行動し、実際場面においてどのような活動を
行ったかについて調査を行ったので報告する。
Ⅱ　研究目的
全国障害者スポーツ⼤会サポーターとして、ど
のような活動を行ったかについて、その実態を明
らかにする。
Ⅲ　研究⽅法
１．対象：本学介護福祉学科２年次⽣48名、看護
学科２年次⽣17名　計65名
介護福祉学科は、全員参加を原則とし、看護
学科は、⾃由意思による参加とした。
２．データ収集⽅法：質問紙調査法
３．調査内容
１）担当した障害者の別と介助内容
（１）担当した障害者の別と活動回数
（２）介助⽅法（⾃由記述）
（３）⼿話辞典の活用状況と今後の活用につ
いて
２）赤十字マークを使用しての感想
３）スポーツ⼤会全体を通しての感想
４．分析⽅法：項目毎に単純集計を行った。⾃由
記述は、障害の種別に分けてそのままデータ
とした。
５．倫理的配慮
調査にあたり、研究目的、調査⽅法、無記
名調査、個⼈の評価を目的とするものではな
いこと、プライバシーを厳守すること、調査
結果は当該研究のみに使用すること、調査の
集計・分析後は、報告集として公表すること、
調査への協⼒は⾃由意思であること、途中で
⽌められること、協⼒者の求めに応じ、調査
結果に関する情報を公開すること、について
書面にて説明し、同意が得られた学⽣にのみ
実施した。なお、本調査の実施については本
学研究倫理審査委員会の承認を得た。
Ⅳ　⼤会参加までの取り組みの概要　
１）⼤会参加のスケジュールとその概要（表１）
（１）参加学⽣状況
介護福祉学科２年次⽣48名、看護学科２年
次⽣17名の合計65名となった。
実習等を経験し、一定の知識・技術を有す
る２年次⽣を参加の対象とした。
（２）本学の担当内容（図１）
学⽣は、⼤会に参加する選⼿などの競技に
関する介助・誘導のサポートに当たり、各県
の選⼿との交流を目的とした、⼤会サポータ
ーとして活動した。
３名を一組とし、競技場内外での案内誘導
を主な内容とする競技担当（活動日数３日間）
として参加した。
（３）⼤会サポーター養成講座（表２）
事前準備として、⼤会事務局より⼤会サポ
ーター養成講座標準カリキュラムが提示され
た。
本学が⼤会サポーターとして支援する競技
種目は陸上競技であった。陸上競技は、さま
ざまな障害を持つ⽅が参加するため、視覚障
害、肢体不⾃由、知的障害、聴覚障害等につ
いての理解と、⼿話、要約筆記の習得が義務
づけられた。
介護福祉学科において、上記の講義は、形
態別介護技術の講義を受講しており免除とな
った。看護学科については、一定の医学的知
識は有しているものの、障害の形態に応じた
介助の知識の習得が必要であると判断され、
⼤会サポーター養成テキストをもとに１）視
覚障害のある⼈の理解と介助技術，２）肢体
不⾃由のある⼈の理解と介助技術，３）知的
障害のある⼈の理解と介助技術について，４）
聴覚障害のある⼈の理解と介助技術，５）⼿
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表１　⼤会参加のスケジュールとその概要
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図１　⼤会ボランティア並びにサポーターの種類
表２　⼤会サポーター養成講座標準カリキュラムと本学受講内容
話実技１～５，６）要約筆記実技１～２の受
講が義務づけられた。
両学科共通の講義については、⼤会事務局
が担当し、看護学科の講義については筆者が
担当した。
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表４　介助中に留意した点（⾃由記述）
Ⅴ　結果
回答数は、介護福祉学科34名、看護学科９名の
43名（回収率66.1％）であった。全ての質問項目
に回答があったものを有効回答とし、有効回答率
は100％であった。
１．担当した障害者の別と介助内容
１）担当した障害者の別と活動回数（複数回答）
学⽣は３日間の活動中、一⼈あたり４回～６回
の誘導介助を実施した。
活動延べ回数は、多かった順に知的障害者の
ある⽅119回、肢体不⾃由の⽅36回、視覚に障
害のある⽅14回、聴覚に障害のある⽅10回であ
った。
２）介助⽅法について（表３、表４）
移動の際は、担当した全ての⽅に歩行介助を
実践した。また障害の種別ごとに見てみると、
肢体不⾃由の⽅には、車椅子介助、歩行介助、
視覚に障害のある⽅に対しては、⼿引き歩行を
実施した。
コミュニケーションについては、多くの選⼿
と⾳声言語によるコミュニケーションが可能で
あった。聴覚に障害のある⽅においては、件数
は少ないが、身振り、⼿話、筆談、空書を実践
し、多様な⽅法を活用していた。
また、さまざまな障害のある⽅に合わせ、細
やかな配慮をしながら介助していた。
表３　担当した障害者の別と介助内容（複数回答）
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３）⼿話辞典の活用状況と今後の活用について
（図２－１、図２－２）
⼿話辞典については、聴覚障害を持つ⽅を
担当するか否かに関わらず、今回の活動を機
会に、障害福祉の分野について関心を持って
もうらこと、継続したボランティア活動参加
への動機付けを目的として、参加全学⽣に配
布した。
実際に⼿話を用いてサポートした学⽣は４
名いたが、⼤会中での⼿話辞典の活用状況は、
配布した全学⽣中のうち「十分活用した」３
名（７％）、「まあまあ活用した」３名（７％）、
「あまり活用しなかった」12名（27.9％）、「全
く活用しなかった」25名（58.1%）となり、ほ
とんどの学⽣が活用することができなかった。
今後の活用については、「機会があれば活
用したい」24名（55.8％）、「時々見て復習し
たい」、12名（27.9%）、「持ち歩くなどして継
続して活用したい」７名（16.3%）、「今後活
用することはない」０名（0.0%）であった。
２．赤十字マークを使用しての活動
（図３、図４－１、図４－２）
⼤会開催中は、本学学⽣としての⾃覚を持っ
て行動できることを目的とし、赤十字社社紋入
りのＴシャツ（１枚）と上腕部に貼用する赤十
字マーク（一⼈あたり⼤会日数分３枚：サイズ
75㎜×75㎜）を配布した。
これら二つの使用について、「日赤短⼤の学
⽣という⾃覚を持って行動した」24名（55.8％）、
「特に意識しなかった」17名（39.5％）、「赤十
字のマークを付けることに抵抗を感じた」０名
（0.0％）であった。
３．⼤会全体を通しての感想（複数回答）（図５）
⼤会全体を通しての感想として「選⼿の姿に
感動した」37名（86.0%）、「障害を持つ⽅につ
いて復習したい」25名（58.1%）といった意見
が見られた。さらに「障害者観が変化した」24
名（55.8%）であった。
Ⅵ　考察
１．担当した障害者の別と介助内容
１）担当した障害者の別と活動回数
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図２－１　⼿話辞典の活用状況 （⼈）
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図２－２　⼿話辞典の今後の活用について（⼈）
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図３　赤十字マークを使用しての活動 （⼈）
図４－１　配布シール
図４－２　配布Ｔシャツ
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図５　全国障害者スポーツ⼤会全体を通しての感想
担当した障害者の別では、知的障害のある
⽅が最も多かった。担当は全て⼤会事務局が
決定したが、参加選⼿の障害種別の割合によ
るものと推察される。
２）介助⽅法
介助の内容が移動の介助とコミュニケーシ
ョンが主となったのは、本学学⽣の担当が陸
上競技選⼿の競技場内外での案内誘導であっ
たためと考えられる。
移動の介助では肢体不⾃由の⽅に対しては
車椅子介助、視覚に障害のある⽅に対しては
⼿引き歩行などを実践していた。これは、学
内での当事者参加による車椅子介助体験、視
覚に障害のある⽅のための⼿引き歩行の演習、
盲⽼⼈ホームでの実習などによる学びが活か
されていたものと考えられる。
コミュニケーションについても⾃由記述か
ら、⾳声によるコミュニケーションだけでは
なく、状況の判断や言葉の意図が伝わりにく
いと思われる知的障害の⽅に対しては、わか
りやすい言葉や集中⼒を妨げない的確な誘導
を心掛けていた。視覚障害のある⽅に対して
は、⼤会進行上、番号プレートや⽂字による
案内表示など、視覚情報によって運営されて
いる状況下において、周囲環境の具体的な説
明や視覚情報の伝達、移動の妨げとなる段差
や坂道について情報を伝えていた。聴覚障害
の⽅へは様々なコミュニケーション⽅法を活
用しながらサポートしていた。⼤規模な⼤会
の運営において、視覚情報だけでは十分な情
報を得られない⽅に対し、⼿話は十分に活用
できなかったものの、身振りや筆談など、他
の⽅法も活用し、積極的に関わろうとする意
欲が見られた。本学では⼿話、点字を実施し、
聴覚に障害のある⽅、視覚に障害のある⽅を
招いての講義を実施しており、その学びを活
かしたのではないかと考えられる。
これらのことから、学⽣は学内で学んだ講
義、演習、実習で得た知識、技術を活用し、
選⼿の個別性と状況に応じた誘導介助にあた
っていたと考えられる。
３）⼿話辞典の活用状況と今後の活用について
⼿話辞典の配布は余裕を持って行い、事前
に学習できるよう配慮した。しかし、多くの
学⽣が⼿話辞典を活用することができなかっ
た。これは、他の障害と⽐較し、聴覚に障害
を持つ⽅々と接する機会が少なかったためと
推察される。
介護福祉学科においては、⼿話が必修科目
として位置づけられているが、実習において
は、身体障害者療護施設での実習が２カ所の
みとなっており、日常的な⼿話活用の機会は
少ない。また、看護学科においては、病院で
の臨地実習等において、障害を持つ⽅と接す
る機会は多くないことが推察された。この⼤
会サポーター養成講座と、⼤会サポーターと
して参加するにあたって、⼿話辞典を活用し
た⾃己学習を通して、⼿話というコミュニケ
ーション⽅法を身につける機会となったと考
えられる。
両学科の学⽣ともに⼤会参加中、⼿話辞典
を十分活用する事ができなかったものの、復
習や⾃己学習に使用したいという回答であっ
た。
⼿話は単語を覚えるだけではなく、コミュ
ニケーションを図ることが重要であり、今後
本学においても実践の場を増やす必要性が示
唆された。
２．赤十字マークを使用しての感想
調査結果から、赤十字マークの使用によって、
本学学⽣としての⾃覚と責任を促すのに概ね効
果的であったと考えられる。しかし、特に意識
しなかったという学⽣も多く、使用⽅法とその
効果について検討していく必要があると考える。
３．⼤会全体を通しての感想
調査から選⼿とのふれあいを通して多くの感
動があったことがわかった。
また、「障害を持つ⽅々についてもう一度復
習したい」、「これまでに習った知識、技術を活
用できた」、と振り返る学⽣が多いことから、
日頃の学びを発揮することができ、⾃信につな
がり、障害を持って⽣活する⽅々に再度目を向
け、知識・技術を高めようとする姿勢がうかが
えた。
さらにこの体験をきっかけとして、ボランテ
ィアに取り組みたいと考えている学⽣も見受け
られ、学内での講義、演習、施設等における実
習と同時に、このような体験を日常的に行って
いくことが求められていると考える。今後も本
学の教育体系の中にボランティア活動などを効
果的に組み入れていきたいと考える。
Ⅶ　結論
⼤会参加を通しての調査から、以下のことが明
らかになった。
１．サポーターとして担当した⽅々の障害種別は、
多い順に知的障害、肢体不⾃由、視覚障害、聴
覚障害であり、介助の内容は、移動の介助及び
コミュニケーションであった。
１）移動の介助⽅法としては、肢体不⾃由の⽅
へは車椅子介助、視覚障害者の⽅へは⼿引き
歩行など、日頃の学びを活かし活動していた。
２）コミュニケーションでは、⾳声によるコミ
ュニケーション以外に、聴覚障害の選⼿と⼿
話、筆談、身振りを活用していた。しかし、
⼿話辞典を十分な活用することはできなかっ
た。
２．赤十字マークの活用について、本学学⽣とし
ての⾃覚ある行動に結びついていたと回答した
のは約６割であった。
３．選⼿とのふれあいを通して、多くの感動、学
びを得、障害に応じた知識・技術の修得の必要
性について認識していた。
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